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緑区地域活性化事業交付金　事業評価一覧表

【評価方法】
 ○評価者1名につき24点満点とし、評価者3名の場合72点満点とする
 ○評価者のうち1人1項目でも0点がある場合はＣ評価とする
 ○得点による3段階評価

NO 地区 事業名 団体名
継続
年数

評価者 公共性 妥当性
継続性
・自立性

波及性
・発展性

目標
設定

地域性
・独自性

合計点 評価 総括コメント

1 橋本
おもちゃの広場による
多世代交流

おもちゃの広場
はしもと

1 3人 9 10 7 6 9 9 50 Ｂ
多世代交流を目的として事業を立ち上げ、参加者の募集などに力
を入れた年度であったが、少しずつ活動は広がっていると思う。今
後は、収益性の確保に向けた取り組みの検討に期待する。

2 橋本
コミュニティカフェ（地域
食堂）

かまどカフェ 1 3人 12 11 12 9 9 9 62 Ｂ
地域の集いの場の創出のため取り組んだことは地域の関係強化
に寄与している。収入源の確保にも取り組んでおり、今後は事業
の拡大に向けた取り組みも期待できる。

3 大沢
散歩普及のためのオ
レンジバンダナ配布事
業

歩いてつながる
大沢さんぽの会

1 3人 9 7 8 7 9 7 47 Ｂ
団体の活動とバンダナの活用方法について、更に検討を重ねより
高い効果が発揮できることを期待する。

4 城山 しろやま☆おせっかい

城山地区まちづ
くり会議　高齢
者とともに築き
支える地域づく
り部会

2 3人 9 7 6 7 5 10 44 Ｂ

「しろやま☆おせっかい」の取組を継続するためには、城山地区社
会福祉協議会や城山地域包括支援センター等の関係機関との協
力・連携が必要と考える。地域で取り組んでいる様々な活動と連
携を図り、城山地区に「おせっかい風土」が広く根づく取組を期待
する。

5 城山
城山湖ヒルクライムア
タック雌龍籠山ステー
ジ

城山湖ヒルクラ
イム実行委員
会

3 3人 9 8 7 7 10 11 52 Ｂ

ヒルクライム競技の運営に関しては、地元関係団体などの協力を
得ることができ、イベントの定着度が向上したものと考える。観客
用送迎マイクロバスの運行などの新たな試みを実施しており、今
後の事業の発展や観光振興に努めたことが評価できる。今後は、
更なる認知度向上に努め、オリンピックレガシーにおける自転車
ツーリズムの普及を図り、シティープロモーションの推進をさらに
進めてほしい。

6 城山
みんなの津久井湖夏
祭り

みんなの津久
井湖夏祭り実
行委員会

1 3人 10 9 12 12 9 9 61 Ｂ

地域の各種団体及びボランティアの協力により、若い人が中心と
なって地域一体の事業運営がされており、また、課題となっていた
「安全の確保と渋滞の回避」について、警備員やボランティアの配
置増、新たな駐車場の確保、シャトルバスの運行により課題を解
決し、今後の事業の発展や観光振興に努めたことが評価できる。

7 津久井
米・大豆等の栽培で持
続するまちづくりを目
指す事業

「農園会」 2 3人 9 9 10 11 10 9 58 B

活動を通して連携団体との協働体制が整いつつあり、地域のコ
ミュニティづくり及び関係人口の拡大創出に寄与されている。酒米
等の収穫量による売買益により、事業計画に大きなブレが生じる
ため、安定的な事業経営に向けた収入源の確保に向けた検討を
期待する。

評価者数 3名 4名 5名
A評価 65点～72点 87点～96点 108点～120点
B評価 29点～64点 39点～86点 49点～107点

C評価（交付終了）  0点～28点 0点～38点 0点～48点



NO 地区 事業名 団体名
継続
年数

評価者 公共性 妥当性
継続性
・自立性

波及性
・発展性

目標
設定

地域性
・独自性

合計点 評価 総括コメント

8 津久井
鳥害獣の食害防止・駆
除により農林業の促進
を図る

長竹地区鳥害
獣自主防衛隊

2 3人 9 7 6 8 9 8 47 Ｂ

野生鳥獣の被害が著しい地区において、主体的な取組を講じ、当
該地区の被害防止の意識向上に努めたことは評価に値する。より
効果的な事業となるよう、当該地区から隣接地区と連携できるよう
な体制づくりに期待する。

9 津久井 自然災害伝承事業
自然災害伝承
碑「地震峠」を
守る会

2 3人 12 9 11 12 12 11 67 A

周辺地域の生徒・学生と共に本事業へ取り組まれたことは、若年
層への継承にも繋がり評価できる。来年度も引き続き、伝承事業
をとおして、相模原市内にとどまらず、全国的にリードできるような
事業となることに期待したい。

10 相模湖 わくわく・さがみこ創り
相模湖地域連
絡会

2 3人 9 6 7 8 7 8 45 B
他団体や地域の方々と連携して事業に参加する等、新しい相模
湖についてPRすることができている点が評価される。

11 相模湖
『小原の奴』継承人材
育成事業

甲州街道小原
宿本陣奴会

2 3人 11 10 11 10 10 11 63 B
青少年の健全育成や地域活動の情報発信、地域の文化・伝統の
振興に貢献していることが評価される。

12 相模湖
相模ダムカレー・ダム
プレート事業

相模ダム観光
推進協議会

2 3人 12 12 7 8 8 9 56 B
地域の複数の団体から参加したメンバーで地域の店舗と連携し、
相模湖についてPRする新たな事業を開始することができた。

13 藤野
葛原地域環境整備事
業

葛原有志の会 1 3人 9 10 8 8 9 7 51 B

地域住民や登山客が利用していた休憩所の屋根を修繕したこと
により、雨漏りの心配もなくなり、より安心して利用できる休憩所と
なった。また、休憩所周辺の環境を整備することで、葛原地域が
安心して訪れられる空間となったことは、当会の活動の実績と考
える。来年度は更に休憩所とその周辺が気持ちよく過ごせる空間
となり、またこの活動が広く地域に浸透し、多くの人が参加できる
活動になることを期待する。

14 藤野 しのばら園芸市
しのばら園芸市
実行委員会

1 3人 9 8 8 7 7 9 48 B

地域及び大学生と連携し活動を行っていることは評価できる。12
月のしのばら園芸市のプレ開催についても２００人以上の来客が
あり、またメディアに取り上げられたことは、藤野地区内外に魅力
を発信できたと考える。次年度においても、関係団体等との連携
を深め、活動してほしい。

15 藤野
赤沢環境整備プロジェ
クト

上野久保 杜を
守る会

1 3人 9 8 6 6 6 7 42 B

災害の未然防止も含めた登山道の整備を行い、地域の安全・安
心に貢献している。また、この活動により、ハイカーが増えたこと
や生物多様性を考えた手法を取り入れ、植物が生えやすい環境
を整備できたことは評価できる。地域には、活動状況を定期的に
報告することで、地域住民に活動を知ってもらう取組も事業を継続
する上で必要なことと考える。次年度以降も事業の継続及び周知
をし、環境が整備されることを期待する。

16 藤野 雑穀普及活動
藤野あわ・き
び・ひえの会

2 3人 6 6 6 6 6 6 36 B

栽培体験は、天候や雑穀の生育状況により、日程を定めにくい部
分があるが、「雑穀栽培のてびき」を作成したことで、栽培体験に
参加できない方々にも栽培方法を伝える術を獲得できたことは評
価できる。健康食品として雑穀を普及するため、今後、地域の食
堂での利用に期待したい。



NO 地区 事業名 団体名
継続
年数

評価者 公共性 妥当性
継続性
・自立性

波及性
・発展性

目標
設定

地域性
・独自性

合計点 評価 総括コメント

17 藤野 みんなの教室事業
オープンスペー
スよりどころ

1 3人 9 9 7 7 7 7 46 B

通常の活動とイベントを開催することで、遊び場の少ない町内の
子どもたちに交流の場を与え、他地域からの参加が増えたことは
評価できる。以前からの課題である子どもを見守る大人の存在に
ついては、地域情報紙などで広く周知することや吉野地区内の自
治会などに相談して、子どもの見守りに関する知恵をいただくこと
も必要と考える。

18 藤野 リレートークの会
リレートークの
会

2 3人 7 6 7 7 6 6 39 B

地域で活躍している方の話を聞くことは、藤野の今日までの歴史
に触れられるのと同時にスピーカーの生き方を学び、自身の生活
に活かすことができる。また、HPを通して、地区内外に発信するこ
とで、広く藤野の歴史を広げられ、多彩な方が藤野に住んでおり、
活動的なまちであることを認知してもらう取組も評価できる。今後
についてもスピーカーは移住してきた方が多く見受けられるため、
地元の方にも協力を得て地元住民、移住者関係なく、幅広い層の
方が語れるような場を提供してほしい。

19 藤野 藤野定期便 藤野定期便 2 3人 6 5 5 5 6 6 33 B

地元で生産されている材料を使ってアイテムを制作し、藤野の魅
力とともに発信し、商品購入者を招待したイベントを開催した本事
業は、地域活性化に資する事業と言える。来年度は更に商品の
受注数を多くするための取組も行い、幅広い生産者と繋がりを
持って、地域内外に藤野地区のPRを進めてほしい。

20 藤野
風の森学び舎～風と
水の流れる森づくり

特定非営利活
動法人ふじの
里山くらぶ

2 3人 9 9 8 8 8 9 51 B

ハイキングコース等の環境整備を行うことにより、観光客が安心し
て登山できるとともに、土砂災害も防ぐことができている。活動を
通して、他団体や地域事業者と連携して山の整備ができ、藪化し
ていた箇所やハイキングコース等の環境整備を行うことにより、観
光客が安心して登山できるとともに、土砂災害も防ぐことができて
いることは評価できる。活動のフィールドについても増えているた
め、今後も地域と連携して取り組んでほしい。

21 藤野
子ども達の居場所と地
域交流の場づくり

藤野プレーパー
ク

3 3人 8 8 6 6 6 8 42 B

他地区からも来場者があるプレーパークは、地域を超えた交流が
生まれていると評価できる。また、活動場所を名倉の湖畔の森だ
けでなく、佐野川の石井農園での活動も始動し、地域の方の協力
を得て活動場所を広げられたことは評価できる。

22 藤野 地産ガチャ 地産ガチャ 3 3人 7 8 7 7 9 9 47 B

ガチャマシン設置場所の増加やメディア等への露出の機会が多く
なったことで、藤野地区の魅力をガチャを通して全国に発信できた
ことは、当団体の活動の実績と考える。来年度以降も活動を継続
し、魅力ある地産ガチャを制作して、藤野地区の知名度の向上等
に努めてほしい。

23 藤野
フリーペーパー「里山
ヘッズ」の発行

山シビレ研究所 3 3人 5 5 5 6 6 5 32 B

藤野やその周辺の低山や飲食店を紹介することによって、藤野地
区を訪れるハイカーや観光客などの交流人口の創出に繋がった
と考える。今後も継続して里山ヘッズの制作をしていくためには、
自主財源の確保が必要となるため、広告収入を得るための関係
性を築いていき、計画的に実行されることを期待する。
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